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Abstract
Manytermsareusedtodescribedualenrollmentandmostcanbeusedinterchangeably.They
includeconcurrentenrollmentanddualcredit.
Dualenrollmentisaprogramthatallowshighschoolstudentstoenrollincollegecoursesandearn
collegecreditwhilestillinhighschool.Collegecreditsearnedthroughdualenrollmentcanbe
simultaneouslyappliedtowardhighschoolandcollegegraduation.
Dataonstudentparticipationindualenrollmenthaveonlyrecentlybeencollected.Accordingto
two2005reportsfromtheU.S.DepartmentofEducation,71percentofU.S.highschoolsand51
percentofU.S.postsecondaryinstitutionspermittedhighschoolstudentstotakecollegecourses
inthe2002-03schoolyear.Intotal,813,000secondaryschoolstudentstookacollege‐credit
courseduringthe2002-03.
Dualenrollmentdatafromsomestatesindicatethatparticipationindualenrollmenthasincreased
inrecentyears,andthisgrowthislikelytocontinue.
Thebenefitsofdualenrollmentarenumerous.
・Enrichesthecourseopportunitiesforhighschoolstudents
・Providesapositiveimpactonhighschoolretentionandgraduationrates
・Savestudentstimeandmoneywhilepromotingrigorousacademics
・Shortensthetimetoattainacollegedegree
・Easesthetransitionfromhighschooltocollege
Therearesomegrowingconcernsaboutdualenrollment.
・Socialmaturityofhighschoolstudents
・Qualityofdualenrollmentcourses
Afterreviewingthesemajoradvantagesandpossibledownsidesofdualenrollment,thelastsection
ofthispapergivessomekeypointstoconsiderforthesuccessfulimplementationofdual
enrollment.
1.は じめ に
21世紀は、知識 情報型社会、グローバル化社会な どと称 され るが、この社会 を生 き抜 くためには
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この社会 に必要な知識や技能を身 につ ける必要 がある。 そのためには、教育が必要であ るとい うこ
とは言 うまでもない。米 国では21世紀 に必要な知識 や技能 の レベル は高校 レベル以上の ものが必要
になるとの認識があ り、高等教 育を受 ける機会 を拡大す るために高校 と大学 との接続 を考慮 したカ
リキュラムが必要である との声が高 まった。
米国の高校 では、 ドロップア ウ トをいかに減 らすか、あるいは学習 内容の レベルア ップを どの よ
うに進 めるかな どの大きな課題 を抱 えてい る。 また、大学 において も学費の負担増 とか新入生の学
力不足のための補修教育 を実施 しなければな らないな どの課題 がある。 これ らの課題 に対処す るた
めの一っの方策 として二重登録(DualEnrollment)が導入 され たが、本稿 では、DualEnrollmentがど
のよ うな もので、 どの くらいの参加者がい るか、そのための州や連邦 の支援体制 は どの よ うになっ
てい るか、また、その利点 と課題 を整理 し、我 が国での取 り組み との比較において留意すべ き点に
ついての考察 をす る。
米国の大部分の コミュニテ ィ ・カ レッジ(2年 制)、お よび多 くの大学(4年 制)は 高校 とのDual
Enrollmentプログラムを実施 してい るが、本稿 で 「大学 レベル」 とか 「大学の単位」 とい うときの
「大学」は、コミュニテ ィ ・カ レッジ と4年 制 の大学の両方 の機 関を意味 している。米国ではコ ミ
ュニテ ィ ・カ レッジか ら4年 制の大学 に編入す る者が多いが、コミュニティ ・カ レッジで取得 した
単位 も 「大学」の単位 であ り、4年 制 の大学を卒業す る際にも、どち らの機 関で得た単位 かを区別
す ることな く、卒業 に必要な単位 としてカ ウン トされ てい る。
2.DualEnrollmentと は
フ ロ リダ州 で 二 重登 録(DualEnrollment)と言 って い る もの をユ タ州 な どで は並行 登録(Concurrent
Enrollment)と称 してい る(1)。DualEnrollmentは高 校 と高等 教 育機 関(コ ミュニテ ィ ・カ レ ッジや 大
学 な ど)の 二っ の教 育機 関 に同 時 に登 録 して い る こ とだ け を意 味 してい るの で は な く、 同 時 に両機
関 か らの 単位 を取得 す る こ とも意 味 して い るの で、Enrollment(登録)で は な くCredit(単位)に 注
目 してDualCredit(二重 単位)と 呼ぶ 人 もい る。 ま た 、 カ リフォル ニ ア州 の サ ン タモ ニ カ の よ うに
高 校 で コ0ス を受 講 して 大学 の単位 を取得 す る もの をDualEnrollmentとし、高 校 生 が コ ミュニ テ
ィ ・カ レ ッジ で コー ス を受 講 して大 学 の 単位 を取 得 す る もの をConcurrentEnrollmentと使 い分 けて
い る よ うな とこ ろ もあ る。この よ うに さま ざま な使 い 方 が され て い るが 、「高校 生 が在 学 中 に大 学 レ
ベ ル の コー ス を修 了す る こ とで 高 校 と大 学 の 両方 の 単 位 を 取 得 で き る よ うにす る」 こ と をDual
Enrollmentと捉 え、ConcurrentEnrollmentもDualCreditも同 じも の と解 釈 す る こ とにす る。
大 学 の 単 位 を 高 校 生 が 取 得 で き る とい うこ と で は ア ドバ ン ス ト ・プ レイ ス メ ン ト(Advanced
Placement:AP)が広 く知 られ て い て 、2008年度 も100万人以 上 もの 高校 生 が 科 目のテ ス トに挑 戦 して
い るが 、APは テ ス トの成績 に よる単位 取 得 で あ り、高校 と大 学 の カ リキ ュ ラム の接 続 を考慮 した も
の で もな く、 大 学 の 単位 と して認 め る か否 か は個 々 の 大 学 の都 合 に委 ね られ て い る とい う意 味 で
DualEnrollmentとは異 な り、本 稿 で は扱 わ な い こ とにす る 、ま た 、最 近 、 米 国 の高 校 で採 用 が増 え
てい る国 際バ カ ロ レア(InternationalBaccalaureate:IB)のプ ログ ラ ム も、 大学 で の評価 が 高 く、大 学
の単位 と して認 めて い る大 学 が 多 い が、 これ も高 大接 続 を念 頭 に した もの で は ない の で 、本 稿 で は
扱 わな い こ とにす る。
DualEnrollmentの対 象 者(参 加 者)は 、成 績 の良 い 生徒 だ けで は な く、 家庭 が経 済 的 な面 で恵 ま
れ てい な い が学 習意 欲 の強 い 生徒 や 、 大 学へ の進 学 を考 え て もい な か った よ うな生 徒 た ち で あ る。
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参加 資格 を11学年 と12学年 に限ってい ることが多いが、9学 年か らの参加 を認 めてい るところもあ
る。コミュニテ ィ・カ レッジでの コー スを高校生 とカ レッジの学生 と一緒 に受講す る場合 が多いが、
分 けて実施 してい るところもあ る。 ある程度 の成績(GPAやSATや 州の統一テ ス トな どの成績)
以上の者 にのみ参加資格 を与えるな どと制約 を設 けている例は多 く、州 によるDualEnrollmentプロ
グラムに対す る支援 の在 り方に違 いはあるが、生徒の参加 に際 しては経済的な負担が少 ないこ とが
多い。高校 の立場か ら見 る と、DualEnrollmentによ り、高校生の高校 での教科 の選択肢 が多 くな る
とい う利 点がある。 また、大学での学習が どのよ うな レベルの ものであるか高校生の うちに体験で
きる利 点 もある。
DualEnrollmentは教養科 目だけではな く職業科 目で も大学の単位 が取得できる。職 業教育 を専攻
す る生徒 を対象 とした、高校 の最後 の2年 間 とコ ミュニテ ィ ・カ レッジや専門学校の2年 間 との接
続 を進 めているテ ク ・プ レップ(TechPrep)とい うプログラムによ り、高校 に在籍 しなが ら職業科 目
にお ける大学 の単位 を取得す る生徒 が増 えている。
3.DualEnrollmentの歴 史 と近 年 の 主 な 州 の 参 加 者 数
(1)DualEnrollmentの歴 史
DualEnrollmentとDualCreditが同 じで あ る と解 釈 し、外 部 テ ス トの成績 に よ る単位 を取 得 す る
APやIBの プログラムはDualCreditに該 当 しない とす る と、米 国で 最初 に このDualEnrollment/Credit
の制 度 を導 入 した の は 、 シ ラキ ュ0ス 大 学 で あ る とい う。 シ ラキ ュー ス大 学 は地 域 の7つ の高 校 か
らの 要 請 を受 け て 、 高 校 生 が 大 学 の 単位 を 取 得 で き る コー ス を1972年に創 設 した。 こ のSUPA
(SyracuseUniversity'sProjectAdvance)と称 せ られ るDualCreditプロ グ ラム に は、 現在 、5つ の州
(ニュー ヨー ク、 ニ ュー ジ ャー ジー 、 メイ ン、 ミシガ ン、マ サ チ ュー セ ッツ)の 約170校(約8,000
人)が 参加 して い る。DualEnrollment/Creditの初 期 の歴 史 を見 る と、地 方 の コ ミュニ テ ィ ・カ レ ッ
ジ が主 導 してい るケ ー ス が多 く見 られ る。
DualEnrollment/Creditは個 ・々 の大 学 と高 校 や 学 区 との提 携(契 約)か ら始 ま っ た が 、 しだ い に、
広 範 囲 に通 用 す る制 度 化 へ の方 向 に拡 大 して い った。 ミネ ソタ州 は最 初 に法制 化 した州 で 、1982年
に 中等後 登 録 選 択 法(Post-SecondaryEnrollmentoptionsAct)を制 定 し、高 等 教 育機 関の 入 学基 準 に達
して い る11学年 と12学年 の生徒 を対 象 に州 の経 費 で 大 学 の コー ス を受 講 し単位 を取 得 で き る よ うに
した 。現 在 は多 くの州 で 法制 化 され て い て 、2005年には40の州 がDual/concurrentEnrollmentに関す
る規則 を法 令 に定 め て い る。 この他 に も2つ の州 が 、法 制 化 は して い ない が 、州 教 育委 員 会 の政 策
と して 明文 化 して い る とい う報 告 書 が あ る(2)。
(2)全米調査 によるDualEnrollment/Creditの参加 者数
DualEnrollment/Creditにつ い て は、 州 に よ りまた は 学 区 に よ り定義 がま ち ま ち で あ るた め、 どの
く らい の 高校 生 が 大学 の単位 を取 得 して 高校 を卒 業 し、高 等 教 育機 関(コ ミュ ニテ ィ ・カ レ ッジや
大 学)に 進 学 してい るか正 確 に把 握 す る の は困難 で あ る。 米 国 で はk-12(幼稚 園か ら12学年)の 教
育 上 の 法 的拘 束 力 を発 動 す る主体 は州 にあ り、全 米 統一 カ リキ ュ ラム の よ うな ものは 存在 しない。
州 に よ り教 育 政 策 が異 な るの が普 通 で あ る。DualEnrollment/Creditにつ い て も この こ とが あ ては ま
る。DualEnrollment/CreditをSUPAのよ うに プ ロ グ ラム名 で呼 ん で 、 その プ ログ ラ ム名 が一 般 に通
用 して い る州 が あ る(3)。また 、州 に よっ て コー ス の実 施 場 所(高 校 か大 学 か)や 指 導者 の違 い(大
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学 教 官 か 高 校 教 員 か)で プ ロ グ ラ ム 名 が 違 っ て い た りす る こ と も 、 把 握 を 困 難 に して い る要 因 で あ
る 。 報 告 され て い るデ ー タ が ど の よ うな 定 義 で 集 計 した も の で あ る か 、 注 意 す る 必 要 が あ る 。
こ れ ま で と こ ろ 、DualEnrollment/Creditの全 米 で の 参 加 者 数 を調 査 した 報 告 は 二 つ あ る。 一 つ は
DualEnrollmentofHighSchoolStudentsatPostsecondaryInstitutions:2002-03で、 も う一 つ はDual
CreditandExam-BasedCoursesinU.S.PublicHighSchools:2002-03であ る 。 と も に2005年に 全 米 教 育
統 計 セ ン タ0(TheNationalCenterforEducationStatistics:NCES)から刊 行 され て い る。2002-03のデ0
タ で 少 し古 く な っ て い る が 、 これ が 唯 一 の 全 米 デ0タ で 、 概 数 の 把 握 に は 役 に 立 つ 。
DualEnrollmentofHighSchoolStudentsatPostsecondaryInstitutions:2002-03では 、DualEnrollment
を 次 の よ うに 定 義 して 、学 位 を 授 与 して い る 約1,600の高 等 教 育 機i関に26項 目の 関 連 質 問 に 回 答 す る
よ う に 求 め た 。
・DualEnrollmentプログラム とは、ここでは、高校生が大学 レベル のコースを履修できるよ うにす る
特別 なガイ ドラインを作成 している組織化 されたシステム として定義 され る。ガイ ドライ ンは入学
や適格(有 資格)要 件 、財政的支援、取得 コース数の制限に関す ることであることもある。
・貴機関のコ0ス に登録 してはい るが、一般の大学生 と同 じ扱いの高校生は、Dualenrollmentプログ
ラムに参加 している と考えるべ きではない。
この調 査 か ら、 次 の こ とが 明 らか に され た。
・2002-03年に 、57%の 学 位 授 与機i関で 、 高 校 生 が 大 学 の単 位 取 得 を め ざ して コ0ス を受 講 した
(DualEnrollmentプロ グ ラム以 外 で受 講 した 生徒 も含 む)。48%の 機 関 は 、大学 の コ0ス を受 講 す
る高校 生 の た め のDualEnrollmentプログ ラム を提 供 した。
・2年 制 の公 立機i関の98%で 、 高校 生 が 大 学 の単位 取得 を め ざ して コー ス を受 講 した。4年 制 の公
立機 関 で は77%で あ った。
・お よそ813,000人の 高校 生 が 大 学 レベ ル の コー ス を高 等 教 育機 関 で 受講 した。 これ は全 高 校 生 の
約5%に 相 当す る。
・お よそ680,000人の高校 生 がDualEnrollmentプロ グラ ム で大 学 の単 位 取 得 を め ざ した コー ス を受
講 した。
上 記調 査 のDualEnrollmentの定義 で は、大 学 レベル の コ0ス が 大学 の単位 に は な るが 高校 の単位
と して は カ ウン トされ ない 場合 が あ る。 ま た 、単位 に つ い て も高校 在 学 中に 大学 の単位 も取 得 で き
る のか 、連 携 して い る大 学 に進 学 しては じめ て大 学 の 単位 と して認 定 され るの か 、不 明確 な定 義 に
な って い る。
も う一 つ の調 査(DualCreditandExam-BasedCoursesinU.S.PublicHighSchools:2002-03)では
DualCreditを次 の よ うに定義 して、1,499校の公 立 高 校 か ら回答 を求 め てい る。
高校 生が取得 した大学 レベル の コースに対 して高校 と後期 中等教 育の両方 の単位 が与 え られ て
い るコースや プ ログラムをDualCreditと言 う。後期 中等教育機 関 とは公立や私立の2年 制あるい
は4年 制の大学 、コ ミュニテ ィ ・カ レッジ、及 び技術 ・職業専 門学校 の ことであ る。 コース終了
と同時か特定の機 関の後期 中等教育への登録がな された段 階で単位 は取得 できる。DualCreditの
選択 は州 によ り法制化 され るか、貴校 と後期 中等教育機 関 との間で接続 の同意か正式 な契約書 が
必要 である。教養科 目中心のコースあるいはキャ リア及 び技術科 目を中心 に した コー スが含 まれ
る。
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この調 査 か ら、 次 の こ とが 明 らか に され た。
・2002-03年に 、71%の 高校 がDualCreditのコー ス を提 供 して い る。
・約120万の 高校 生 がDualCreditのコー スへ 登 録 した(重 複 登録 あ り)。
(3)近年 の主 な州の参加者 数
2005年の調 査 以 降 のDualEnrollmentのNCESによ る全 米デ ー タは な い が、 い くつ か の州 のデ ー タ
を見 る と参 加 者 が増 え てい る こ とは確 か な よ うで あ る。
た とえ ば 、 フ ロ リダ州 で は1987年にDualEnrollmentが開 始 され た が 、1988-89年に27,689人、
2002-03年に34,273人が 参加 した との報 告 が あ る(4)。2005-06年に は約37,000人が 参加 して 、そ の う
ち8割 が大 学 の単位 を取 得 して い る(5)。
ユ タ州 で は 、DualEnrollmentをConcurrentEnrollmentと称 して い るが 、1995-96年には11,000人の
参加 で あ っ た が、2005-06年に は27,396人もの高校 生 が参 加 して い る。高 校在 学 中 に取 得 した大 学 の
単 位 の科 目の 内訳 で あ るが 、 社 会 科 学 、数 学 、言 語 な どの コア 科 目 とキ ャ リア お よび 専 門職 教 育
(CareerandTechnicalEducation:CTE)関連(会 計 、 ビジネ ス、 自動 車 整備 な ど)と に分類 す る と、
2000-01年で はCTE関 連 が41,042人で、コア科 目が84,705人で あ った。2005-06年に は とも に増 え て 、
CTE関連 が80,874人に対 して コア科 目が108,964人で あっ た(6)。
ミシガ ン州 は 中等教 育 後 の選 択 に 関す る法 令(TheMichiganPostsecondaryOptionsActof1996)
とキ ャ リア及 び 専 門職 準 備 法(TheCareerandTechnicalPreparationActof2000)でDualEnrollment
の州 の 実情 につ い て の報 告 書 を州 議 会 や州 の行 政 管理 予 算 部 門 等 に毎 年 提 出す る こ とを義 務 付 けて
い る。2008年の報告 書(7)によ る と、2006-07年は11,320人がDualEnrollmentに参 加 して い る。報 告
書 には2001-02年か らの6年 間 のデ0タ も掲 載 され てい て 、参加 者 及 び 大 学 の 単位 取 得数 が着 実 に増
加 して い る こ とが わ か る(2002-03年の参加 者 は9,002人)。
ミネ ソタ州 で は 、 高校 の11学年 と12学年 の生 徒 が 大 学や 在 籍 す る高校 で 大 学 の コー ス を受 講 で き
るDualEnrollmentを早 くか ら導 入 して い るが 、 高校 生 が 大 学 で単位 を取得 した 人数 は 、1993-94年
は6,232人、2002-03年は7,784人、2006-07年は7,925人で あ る。高校 で大 学 の 単位 を取 得 した人 数 を
加 え る と、2007-08年に は27,966人が参加 して い る(8)。
4.コ ミュニ テ ィ ・カ レッジ との接 続
DualEnrollmentにはコ ミュニティ ・カ レッジが重要な役割 を果 た してい ることを指摘 してお く必
要 がある。
米国の高等教育の一端 を担 うコミュニテ ィ ・カ レッジは公立 と私 立、1年 制 と2年 制、名称 もシ
テ ィ ・カ レッジやテクニカル ・インステ ィチュ0ト な ど多様であ るが、公立の2年 制が圧倒的 に多
く、2006-07年に公 立の2年 制 のコ ミュニティ ・カ レッジは全米で1,045校が確認 され てい る(9)。2006
年秋 には620万人 がこれ らのコ ミュニティ ・カ レッジに在籍 している。職 に就 いている社 会人やパー
トタイムで学 んでいる人 たちが多いこ ともコミュニテ ィ ・カ レッジの特徴である。4年 制 の大学が
大都市や 中核都市に比較的集 中 してい るのに対 しコ ミュニテ ィ ・カ レッジは都市 、郊外、町、地方
とほぼ均等 に配置 され てい ることも理解 してお く必要がある。また、4年 制の大学 と比較 して違い
が大 きいのは、学費や諸経費である。 コ ミュニテ ィ ・カ レッジは年 間で4年 制大学の半分以下で済
む。2006-07年の州 内の コ ミュニティ ・カ レッジにフル タイ ムで通 う学生の学費 と諸経費 の平均は
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2,017ドルであった。
大学 レベル のコースの設計や運営 に関す る連携や交渉 の相手は4年 制の大学であることがあるが、
コ ミュニティ ・カ レッジか ら4年 制 の大学へ単位 の移行(transfer)が可能 なこ とも多 く、身近にあ り、
経済的に も負担が少 ないコ ミュニテ ィ ・カ レッジが連携先 として選 ばれてい ることが多い。
高校 の連携相手 としてのコ ミュニテ ィ ・カ レッジの果 たす役割 の もう一つの ものは、テク ・プ レ
ップ(TechPrep)と呼ばれ るプ ログラムであ る。テク ・プ レップは、1990年のカ0ル ・D・パーキンズ
職業教育及び応用技術教育法改正法(CarlD.PerkinsVocationalandAppliedTechnologyEducation
Actof1990)に基づ く全米的なプログラムであ り、 中等教育 と中等後教育 との両方のプ ログラム を
結びつける ものである。 キャ リア準備課程 の一つの形式 であ り、DualEnrollment/creditを可能 にす
る制度である。実施 に当たっては連邦補助金 が使われている。
同法に よる と、テク ・プ レップでは以下の ことが求め られてい る。
・準学士の取得、2年 間の修了証 明書の取得 、あるいは訓練生制度 につながってい ること
・少な くとも技術工学 の一分野;応 用科学;機 械技術 、工業技術 、あるいは実用的技術や貿易;あ
るいは農業、保健や ビジネ スにおいて専 門的な心構 えがで きてい ること
・連続 した教育課程 を通 して、学生 に数学、科学、技術 、コ ミュニケー シ ョンの能力 を身 に付 けさ
せ ること
・雇用か さらなる教 育へ と導 くこと
テ ク ・プ レップの導入 の初期 には、高校 と提携 しているコ ミュニテ ィ ・カ レッジに入 学 して初め
てそれまで学 んできた コ0ス の単位 が大学の単位 として認 め られ る(creditinescrow)方式 であっ
たが、複雑 な認定手続 きや動機付 けの面か ら不評で、最近 は高校在籍 中に大学の単位 が与え られ る
よ うになってきている ㈹ 。
パーキンズ法は これ までに何度 か改訂 され 、現在は2006年のパーキンズ法(TheCarlD.Perkins
CareerandTechnicalEducationActof2006)の下でプログラムが実施 されてい るが、連邦政府 か らの
支援金の使 い方 については、テク ・プ レップ としての予算 を確保す るか、それ を州への基本補助金
交付 に組 み入れて使用す るかは州 に任 され るようになった。2006年のパーキンズ法の名称であ るが、
それまで使用 されていた職業教育(vocationaleducation)とい う語が消 えてい ることに注 目したい。キ
ャ リアお よび専門職教育(CareerandTechnicalEducation:CTE)では、高校 と大学 との接続、職業教
育 と同様 に教養科 目の学習の推進 な どが これ まで以上に強調 されている。
CTEの成果 としては、将来の職業 を意識 したCTEに よ り、高校 が抱 える問題の一つ である ドロ
ップア ウ トの減少に効果 があるとい うことが指摘 されている。 ワシン トン州 はテ ク ・プ レップ とし
ての予算 を確保 している州であるが、州のテク ・プ レップに関す る報告書(11)による と、2005-06
年 の実績 として次の ことを挙げている。
・17,000名を超 える高校生が100,000単位以上の コミュニテ ィ ・カ レッジの単位 を取得 した
・それ らの高校生の家庭 は、6百 万 ドル以上の大学の授業料 を節約 したことになる
・テ ク ・プ レップを選択 している個 々の高校生 は、平均 で大学の単位 を6単 位取得 した
ワシン トン州のテク ・プ レップ協会では、直接 の単位(escrow方式による単位 ではな く)あ るい
は二重の単位 を出 しているが、それ は、高校 のキャンパ スで修了 させ た科 目の学習 に対 して高校 と
大学の両方 の単位 を取得す る機会 を生徒に提供す るものである。また、同報告書は、2006-07年には
さらにテク ・プ レップのプログラムが拡大す る と予想 してい る。
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5.利 点 と課 題
DualEnrollmentが盛 んに導入 され るよ うになったのは比較的最近 の ことであ る。導入 の増加 とと
もにこのプログラムの評価 についての レポー トも見かけるよ うになってきた。 ここでは、それ らの
い くつかの レポー トが指摘 している利点 と課題 について、主な ものを採 り上げ、整理 してみ る。
【利点】
・多様な選択科 目を取 る機会が増 える
高校 生 としての学力 を十分に身 につ けている生徒に とっては大学 レベルの科 目を受け ることは さ
らに学習意欲 を高め、学力 を伸 ばす機 会 となる。地方の高校では、提供 されていない コ0ス を取 る
機会 とな る。 また、職業教育専攻 の生徒であれ ば、 自分 が在籍す る学校 にはない恵まれた大学の施
設 を使 って、よ り多様 な科 目を取 る機 会が与え られ ることにな る。
・参加者 の成績に良い影響 を与える
DualEnrollmentに参加 した生徒 は参加 しなかった生徒 よ りも多 く高校の卒業証書 を得 ている。参
加者の大学へ の進 学率 が高 くな り、大学ではよ り長 く在籍す る。 また、高校 を卒業 してか ら3年 後
の大学でのGPAは 、DualEnrollmentに参加 した生徒 は参加 しなかった生徒 よ りも成績 が良 く、よ り
多 くの単位 を取得 している、 とい うフロ リダ州 の調査報告書があ る(12)。
・時間 とお金の節約になる
高校在学 中に大学の単位 をい くつ か取得 して大学に進 んだ生徒 は、場合に よっては卒業 に必要な
単位 を早 く(4年 間の ところを3年 間で)取 得 できる。 また、余裕 を持 って学習 を進め ることもで
きる。大学 の学費等が年 々高騰 してい るが、早 く卒業できれば、それ だけ生徒や生徒の家庭 の負担
が減 ることになる。
・高大接続 カ リキュラム によ り、スムーズな移行が可能 になる
高校 で学 んだことを大学で学ぶ な どの無駄 な重複がな くな り、大学 での教科 内容の補講 が減 った
とい う報告 がある。大学入学時にす でにい くつ かの大学の単位 を取得 していれ ば、他の大学 の単位
をまだ持 っていない生徒 よ りも有利 であ り、大学生活 に も余裕 ができる。
【課題 】
・社会性や精神面での成熟が不十分 である
学力面では適格であって も社会 的あるいは感情的には大学の環境 に準備 ができていない生徒がい
るかも しれ ない。大学 の授業のス ピー ドと独 立性 に圧倒 され る生徒 もい るか もしれない。
・時間の調整が難 しい
好 きな大学 の授 業を空 けておいても らうとい うことは保証 されていない。 また、大学のスケジュ
ールが高校 の授業や クラブ活動(スポーツ、 ドラマ、音楽な ど)と衝突す るか もしれない。大学では
4期制を とってい ることが多 く、高校の学校暦 とは異なってい る。休 日や休 暇の期間は頻繁 に異な
っていて、生徒は高校 の授業がない ときに も大学の授業 に出ることが求 め られ る。家庭や学校での
活動 との衝突 を避 けるためには緻密 な計画を立てることが必要 となる。
・本 当に大学 レベルの単位なのか
い くつかのコ ミュニテ ィ ・カ レッジでの小規模の調査 で、DualEnrollmentで入学 した者 のカ レッ
ジでの成績 は一般の学生 よ りも若干 良い とい う報告がある。 しか しなが ら、高校 で取得 した大学の
単位 は大学 レベルに達 していない と感 じている大学関係者 がい ることも事実である。オ レゴン州の
ある地方紙 にオ レゴン大学機構(オ レゴン州 立の7つ の大学か らなる)の 大学の教授 たちか ら非公
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式 ではあ るが不満 の声 があることを伝 えている ㈹。
また、ニュー ヨーク大学では、DualEnrollmentによる大学の単位 は大学 レベル とは言えない とい
う結論に至 り、2009年秋 か らの入学生で大学のクラスで大学の単位 と高校の単位 の両方を取得 した
者 の大学の単位 は認 めない ことを公表 した(14)。
よ り厳密 な、大規模 な調査が待 たれ るところであるが、現状では提供す るコー スに大学による レ
ベルの差があることは事実であろ う。
6.お わ りに 一日本での高大接続の取 り組み との比較においての考察
最近、 日本 でも高校 と大学 との連携 とか接続 の動きが出てきているが、 日本 と米国 とでは教育環
境や考え方 の違いが大 き く、取 り組み もずいぶ ん異なってい る。 日本 での取 り組みは始まったばか
りであ り、特定の高校 と大学での1対1の 取 り決 めといった限定があった り、大学が優秀 な生徒 を
確保す るために有利 になる といった捉 え方がある。また、教科の内容や評価 の基準が示 され ていな
かった り曖昧で あった りす ることがある。米 国では、高校 での大きな学力差や低い教科内容 の レベ
ル、高い ドロ ップア ウ ト率、 といった問題 がある。大学では、進 学率 の上昇 とともに補講 を しな け
れ ば授 業について行 けない学生の増加 、学費等 の急増、 とい った問題 を抱 えている。 日本 よ りも早
くこの よ うな問題 に直面 した米 国では、高校 と大学のスムーズな接続 をいかに進 めるか といった取
り組み も早 かったのだろ う。また、学校の早 い段階か ら英 才教育(GiftedandTalentedEducation)が
実施 されていることに見 られ るよ うに、一人一人の生徒 に適 した方法 で、生徒 の能力 を十分 に伸ば
してや るべ きだ とか、生徒の教 育については選択肢が多ければ多いほ ど良い、 とい う考えを支持す
る人が多い こともあるのか、優秀 な高校生には大学の授業 を受け る機会 を与え、大学の単位 も取得
できるよ うにす ることに抵抗は少 なかったのかも しれない。
近い将来 、高大接続 の問題 は 日本で も真剣 に考 えなけれ ばな らないこ とで もあるので、 ここで、
これまでの米 国の高大接続プ ログラムの調査 か ら、利 点や課題 を踏 まえ、重要であると感 じた事柄
をい くつか整理 して示す こ とにす る。
第一に、コーデ ィネー ターや カ ウンセ ラ0と い った高校 と大学 との連絡調整役 の重要性 である。
プログラムの意味や取 り決 めを生徒 はもちろん教職員や生徒の保護者 に分か りやす く、 しっか り伝
えなければな らない。連絡調整役 には教科指導等の負担 を少な くしてや り、仕事 に専念 できるよ う
な環境に してや ることが必要である。
第二に、教科内容 の基準づ く りである。 どのよ うな内容 が大学 レベル と言えるのか、評価基準 を
どのよ うにす るのか、高校 と大学の先生 が良 く話 し合い、両者 が納得す ることが大切 である。また、
決 めた ことは文書化 して、誰で も参照で きるよ うにす ることが望まれ る。なお、この作業 には膨大
な時間 と労力 が必要 となるが、考 え方 によっては、良い研修の機会 にもな り、 コミュニケー シ ョン
を深 める機会 にもな る。米国では、大学 レベル のコースの質 を保証す るために、地域の学校認定基
準協会に加入 して監査 を受 けている大学等が多い。また、DualEnrollmentに関す るプ ログラムの認
定 を専 門に行 っ てい る全 米 並 行 登 録 協 力連 合(TheNationalAllianceofConcurrentEnrollment
Partnerships:NACEP)の認定 を受 ける大学 も増えてい る(15)。
第三に、教師の研修 の場 を設 けて、常に資質 の向上の機会 を与えるこ とである。生徒 の学力 向上
には教員 の質 の向上は欠 かせない。高校生が コミュニティ ・カ レッジへ行って大学の コースを受講
し大学の単位 を取得す るプログラムであれば、大学の教員 は高校 の教科内容 を良 く知 ることで、 よ
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り適切な指導 を行 うことができ るよ うにな る。 また、大学 レベル の コース を高校 で行 うプ ログラム
では、高校 の教科担 当者 は大学の教員か ら指導 を受け、大学 レベル の内容 を教 えることができるよ
うにな る。高大接続 プ ログラムは このよ うに研修の機会 を広げ る可能性があ る。
第 四に、プログラム参加者 のデ0タ の蓄積 と分析である。高校 で取得 した大学 の単位 は、大学入
学後 に取得す る単位 よ りも劣 るのではないか とい う声 もある。その ような意見に反論す るに して も
きちん としたデ0タ がなければ反論 は不可能 である。 よ りす ぐれたプログラムにす るためにもデー
タの蓄積 と分析は重要 である。 生徒 のデ0タ 蓄積 システムを早 くか ら導入 しているフロ リダ州の取
り組みは、 この点では非常 に参考 になる。
最後に、高校で取得 した大学の単位 は、 よ り多 くの大学 で通用す るよ うにす るこ と。授業 を受 け
た大学でのみ大学の単位 として認 め られ るとい うことでは高大接続 プログラムの利点は十分 に活か
せ ない。 多数 の大学が関与す ることでは じめて大学 レベル の内容 とは どの よ うなものか といった議
論 が大学間で必要にな り、 コ ミュニケーシ ョンが活発 になる。
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